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2.米国
本製品を機器に搭載して米国に輸出する場合、米国
FDA（Food and Drug Administration）のレーザー
規制を受けます。形ZX1-LD□□、形ZX1-LD□□
LはCDRH(Center for Devices and Radiological 
Health)に届出済みです。
アクセッション番号：
(形ZX1-LD□□　：1210041-000)
(形ZX1-LD□□L  ：1210041-001)
米国へ輸出の際は、警告ラベルまたは説明ラベルを
付属の英文ラベル(FDA)に張り替えるとともに、証明
ラベルを、右図に示している位置に貼付してください。
・形ZX1-LD□□は、FDA規格のLaser Notice 
No.50の規定に基づき、IEC 60825-1:2007規格でク
ラス2に分類されます。
・ZX1-LD□□Lは、FDA規格のLaser Notice 
No.50の規定に基づき、IEC 60825-1:2007規格でク
ラス1に分類されます。

・ラベルを貼る位置

FDA証明ラベル

・FDA証明ラベル

レーザ警告ラベル(FDA)
・形ZX1-LD□□

説明ラベル(FDA)
・形ZX1-LD□□L
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● 警告表示の意味

● 警告表示

レーザ変位センサ　CMOSタイプ

スマートセンサ

ZX1-LD□□

安全上のご注意

レーザ製品を安全に使用していただくために

安全上の要点

使用上の注意

パッケージ内容の確認

分解しないでください。分解すると、レーザ光がもれ出し視力障害を
起こす恐れがあります。

正しい取扱いをしなければ、この危険のために、軽傷・中程度の
傷害を負ったり、万一の場合には重傷や死亡に至る恐れがありま
す。また、同様に重大な物的損害をもたらす恐れがあります。

形

取扱説明書
このたびは、本製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
ご使用に際しては、次の内容をお守りください。
・ 電気の知識を有する専門家がお取り扱いください。
・この取扱説明書をよくお読みになり、十分にご理解のうえ、正しくご使用ください。
・ この取扱説明書はいつでも参照できるよう大切に保管してください。

以下に示すような項目は安全を確保する上で必要なことですので必ず守ってください。
■設置環境について
・引火性、爆発性ガスの環境では使用しないでください。
・操作や保守の安全を確保するため、高電圧機器や動力機器から離して設置してください。
■電源および配線について
・定格電圧（DC10～30V リップル（p-p）10%含む）を越えて使用しないでください。
・電源の逆接続および交流電源への接続はしないでください。
・オープンコレクタ出力は、負荷を短絡させないでください。破損・発火の恐れがあります。
・負荷の接続を正しく行ってください。負荷を短絡させると、破損・発火の恐れがあります。
・負荷は定格以下でご使用ください。破損・発火の恐れがあります。
・高圧線、動力線と当製品の配線は別配線としてください。同一配線あるいは同一ダクトにすると誘導を受
け、誤動作あるいは破損の原因になることがあります。
・配線やコネクタを着脱するときは、必ず電源を切ってから行ってください。
・原子力や人命にかかわる装置への安全回路には使用しないでください。
・フェールセーフ回路などの安全対策を講じてください。
■設置について
・取付けにおいて、ねじの締め付けは規定のトルク以下で確実に行ってください。
規定のトルク M3：0.5N･m (ZX1-LD50□□/ZX1-LD100□□)
 M4：1.2N･m (ZX1-LD300□□/ZX1-LD600□□)
■その他
・本体の分解、修理、改造、加圧変形、焼却などは絶対にしないでください。
・廃棄するときは、産業廃棄物として処理してください。
・万が一、異常を感じたときには、すぐに使用を中止し、電源を切った上で、当社支店・営業所までご相談く
ださい。

レーザ機器に関しては、国内・外でレーザ安全対策が規定されています。国内で使用される場合、
国内にて組付けられて海外輸出される場合、これらを4つのケースにわけて説明します。
1.日本
JIS C6802:2014規格で、レーザー製品のクラスに応じて使用者が行わなければならない安全予
防対策が規定されています。
形ZX1-LD□□は本規格に定めるクラス2に分類されます。
形ZX1-LD□□Lは本規格に定めるクラス1に分類されます。

製品が動作不能、誤動作、または性能・機器への悪影響を防ぐため、以下のことを守ってください。
■設置場所について
次のような場所には設置しないでください
・周囲温度が定格の範囲を越える場所
・急激な温度変化により、結露が発生する場所
・相対湿度が35～85%RHの範囲を超える場所
・腐食性ガス、可燃性ガスがある場所
・塵埃、塩分、鉄粉がある場所
・振動や衝撃が直接加わる場所
・強い外乱光（レーザ光、アーク溶接光など）があたる場所
・直射日光があたる場所や暖房器具のそば
・水・油・化学薬品の飛沫がある場所
・強磁界、強電界がある場所
・水中・降雨中および屋外
■電源および配線について
・センサの入出力線の配線を確認してから電源を供給してください。
・市販のスイッチングレギュレータをご使用の際は、FG端子を接地してください。
・電源ラインにサージがある場合、使用環境に応じてサージアブソーバを接続してご使用ください。
・配線後は電源を投入する前に、電源の正誤、負荷短絡などの誤接続の有無、負荷電流の適否について
確認を行ってください。誤配線などで故障するおそれがあります。
・コードの延長は別売の延長コード（ZX0-XC□R）をご使用ください。またいずれか1本のみでご使用くださ
い。センサのコードの延長は全長で20m以内としてください。
・電源投入から約2.5秒後に表示・点灯します。
・本センサは、以下の使用環境を前提にUL規格認証を取得しています。
・「クラス２回路」で使用することを前提としています。米国、カナダでのご使用の際は、「クラス２電源」を
ご使用ください。過電流保護の最大電流定格は、0.8A以下です。
・オープンタイプとして認証を取得しています。エンクロージャー内に設置してください。
・ケーブル定格は30Vです。最終製品の内部配線用ケーブルとして使用してください。

■ウォームアップについて
・電源投入後、30分以上経過してからご使用ください。電源投入直後は回路が安定していませんので計測
値が徐々に変化することがあります。また、長時間LD-OFFを使用した場合もLD-OFF解除後に30分以
上のウォームアップを行ってください。
■保守点検について
・調整や着脱を行う場合は、必ず電源を切ってから作業をしてください。
・清掃には、シンナー、ベンジン、アセトン、灯油類は使用しないでください。
・センサ前面のガラス面に、大きなゴミやホコリが付いた場合は、ブロアブラシ(カメラレンズ用)で吹き飛ばして
ください。呼気で吹き飛ばすことは避けてください。小さなゴミやホコリは柔らかい布(レンズクリーナーなど)に
アルコールを少量含ませて、ていねいにふき取ってください。強くふくことは避けてください。ガラス面に傷が
つくと、誤差の原因になります。
■対象物について
対象物の材質・形状によって、測定できない場合や精度が出ない場合があります。（透明な部材、反射率
の極端に小さな材質。スポット径よりも小さな対象物、曲率の大きな対象物、大きく傾斜した対象物など）

警告

● 図記号の意味

●レーザ光線
レーザ光線による危害が生じる可能性を示します。

●分解禁止
機器を分解することで、感電などの障害が起こる可能性を示します。

警告 ■入出力段回路図＜NPNタイプ＞

■入出力段回路図＜PNPタイプ＞

設置編1

外形寸法図1-1

配線について1-3

DC10～30V

シールド アナログGND

黒 アナログ出力
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紫 ゼロリセット入力

桃 TUNE２入力

橙 TUNE１入力
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･形ZX1-LD□□センサ：クラス2 / 形ZX1-LD□□Lセンサ：クラス1

外部入出力の各コードの機能は次のとおりです。

DC
10～30V

赤 LD-OFF 入力

紫 ゼロリセット入力

桃 TUNE２入力

橙 TUNE１入力

青 GND (0V)
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負荷

シールド アナログGND

黒 アナログ出力

300Ω以下負荷

・コード引き出しタイプとコネクタ中継タイプの各コード色、機能は同様です。

配線は正しく行ってください。空き線は絶縁処理してください。故障の原因になります。

機能

茶

コード色 名称
DC10～30V(リップル(p-p)10％含む)の電源を接続します。
PNPタイプの場合、アナログ出力以外の入出力のコモン端子となります。
電源用0V接続線です。NPNタイプの場合、アナログ出力
以外の入出力のコモン端子となります。

青 GND

CH1の判定結果を出力します。白 OUT1判定出力
CH2の判定結果を出力します。緑 OUT2判定出力

TUNE1入力
TUNE2入力

測定の結果に応じた電流を出力します。（4～20mA）黒 アナログ出力
アナログ出力用0V接続線です。
青（OV）のGNDとは分離して接続してください。シールド アナログGND
【重要】アナログ出力を使用しない場合、必ず青(0V)に接続してください。
チューニングをCH1に対して行います。
チューニングをCH2に対して行います。桃

ゼロリセット入力 ゼロリセットの実行、または解除を行います。紫

赤 LD-OFF入力

電源

橙

（単位：mm）

■形ZX1-LD300□/形ZX1-LD600□

■形ZX1-LD50□/形ZX1-LD100□
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＊形ZX1-LD50□の場合、L=50、A=21°
　形ZX1-LD100□の場合、L=100、A=11.5°

ビニール絶縁丸型ロボットコード
φ6.5　9芯(導体断面積0.125ｍｍ2/絶縁体径φ0.7ｍｍ)
標準長さ2ｍ
根元部曲げ不可長さ：0ｍｍ
最小曲げ半径：39ｍｍ

ビニール絶縁丸型ロボットコード
φ6.5　9芯(導体断面積0.125ｍｍ2/絶縁体径φ0.7ｍｍ)
標準長さ2ｍ
根元部曲げ不可長さ：0ｍｍ
最小曲げ半径：39ｍｍ

＊形ZX1-LD300の場合、L=300,A=6.6°
　形ZX1-LD600の場合、L=600,A=3.4°

投光中心

基準面

基準面
基準面

基準面

・センサ　1台
・取扱説明書(本書)　各1部(日本語、英語)
・FDA証明ラベル 1枚
・レーザ警告ラベル　各1枚(和文、英文(FDA)、英文、中文)
 (形ZX1-LD□□Lにはレーザ警告ラベルの代わりに説明ラベル(和文、英文(FDA)、英文)が付属します)

投光軸

ON状態にするとレーザ点灯(発光)が停止します。
この状態では、アナログ出力、デジタル表示、判定出力、
判定出力表示はキープ機能の設定にしたがって出力します。

基準面

表示
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＜コネクタ中継タイプの場合＞

＜延長コード＞

  形ZX1-LD300□□6/形ZX1-LD600□□6
■形ZX1-LD50□□6/形ZX1-LD100□□6

Ø
15

37.3 L＊

Ø
15
.5

39.8

＊L長さは以下の通りです。
　形ZX0-XC10R：10m、形ZX0-XC20R：20m

延長コードはセンサ本体のコード同様にロボットコードになります。

ビニール絶縁丸型ロボットコード
φ6.5　9芯(導体断面積0.125ｍｍ2/絶縁体径φ0.7ｍｍ)
標準長さ0.5ｍ
センサ根元部曲げ不可長さ：0ｍｍ
コネクタ部曲げ不可長さ：40ｍｍ
最小曲げ半径：39ｍｍ

形ZX1-LD50□,形ZX1-LD100□はM3ネジ(締め付けトルク：0.5N･m)で、形ZX1-LD300□,形
ZX1-LD600□はM4ネジ(締め付けトルク：1.2N･m)で確実に取り付けてください。

センサの取り付け1-2

センサの投光部、受光部には触れないでください。指紋などが付着すると、正しく
測定できなくなります。誤って触れた場合は、使用上の注意の保守点検に従い、拭
き取ってください。

＜取り付け穴寸法(単位：mm)＞

形ZX1-LD300□
形ZX1-LD600□

形ZX1-LD50□
形ZX1-LD100□
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＜壁面付近での検出＞

＜段差のあるワークを検出する場合＞

＜穴の中の検出＞

段差部でも安定した検出が
可能です。

段差部で、異常な値を
検出する場合があります。

迷光の影響を受け
にくくなります。

迷光の影響を受けやすく、
検出値がばらつく場合があります。＊

投光部や受光部をふさぐと
検出できません。

■取り付け時の向きの注意点

＊レーザ光が反射しにくいように壁面をつや消しの色で塗るか、背景除去機能をON設定にして、
  チューニングを実施し試してください。 「④詳細設定編 5. 背景除去機能」

レーザに関する警告ラベルまたは説明ラベルをセンサ側面に貼っています。

・形ZX1-LD□□センサ レーザ警告ラベル ・形ZX1-LD□□Lセンサ 説明ラベル

3.中国
・形ZX1-LD□□は、GB7247.1:2012規格に定めるClass2に分類されます。中国で使用する際は、付
属品の中文ラベルに貼替えてください。

4.日本、米国、中国を除く諸外国
国内、米国および中国以外の地域については、警告ラベル、または説明ラベルを付属の英文ラベルに
貼替えてください。
・形ZX1-LD□□は、IEC 60825-1:2014 / EN 60825-1:2014規格でクラス2に分類されます。ヨーロッ
パへの輸出向けのラベルは、欧州規格EN60825-1:2014に従っています。
・形ZX1-LD□□Lは、国内、米国および中国以外の地域については、IEC 60825-1:2014 / EN 
60825-1:2014規格でクラス1に分類されます。

・形ZX1-LD□□Lは、GB7247.1:2012規格に定めるClass1に分類されます。

・形ZX1-LD□□センサ レーザ警告ラベル(中文)

・形ZX1-LD□□センサ レーザ警告ラベル ・形ZX1-LD□□Lセンサ 説明ラベル

レーザが直接、または鏡面の物体に反射して、目に入らないように
ご注意ください。レーザから放射されたレーザ光はパワー密度が高
く、目にはいると失明する恐れがあります。
注意
ここに規定した以外の手順による制御及び調整は、危険なレーザ
放射の被ばくをもたらします。

* 0 1 9 9 5 6 0 - 4 H *

・形ZX1-LD□□センサ レーザ警告ラベル(FDA)  ・形ZX1-LD□□Lセンサ 説明ラベル(FDA)  

https://manuals.plus/m/a7325c88428cf7f2824f54addef488b37e1580423adf7abbeb858214beda4188



